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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の用量の薬剤を投与するための投薬機構であって、
　本体と、
　投与される所定の投与量の薬剤を設定するための用量設定手段であって、前記所定の投
与量を設定するための第１の直線方向、および前記所定の投与量を投与するための第２の
直線方向に動作可能である、用量設定手段と、
　薬剤の設定された用量を表示するための表示要素であって、前記用量設定手段の所定の
移動により直線的に変位するように構成された、表示要素と、を備え、
　前記投薬機構が、前記表示要素の変位中に、前記用量設定手段の第１の大きさの移動を
、前記表示要素の第２の大きさの移動へと変換するように構成された変換手段をさらに含
み、前記移動の第１の大きさは、前記移動の第２の大きさと異なる、投薬機構。
【請求項２】
　前記移動の第１の大きさは、前記移動の第２の大きさよりも大きい、請求項１に記載の
投薬機構。
【請求項３】
　前記移動の第１の大きさは、前記移動の第２の大きさよりも小さい、請求項１に記載の
投薬機構。
【請求項４】
　前記変換手段は、前記用量設定手段の全移動中、前記表示要素を動かすように構成され
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た、請求項１から３のいずれか一項に記載の投薬機構。
【請求項５】
　前記変換手段は、レバーを備えた、請求項１から４のいずれか一項に記載の投薬機構。
【請求項６】
　前記レバーは、前記用量設定手段により設けられた支点の周りに作用するように構成さ
れた、請求項５に記載の投薬機構。
【請求項７】
　前記レバーは、弾性的に可撓性を有する、請求項５または６に記載の投薬機構。
【請求項８】
　前記レバーは、前記本体に対して枢着された、請求項５から７のいずれか一項に記載の
投薬機構。
【請求項９】
　前記レバーは、前記本体と一体に形成された、請求項５から８のいずれか一項に記載の
投薬機構。
【請求項１０】
　前記表示要素は、ガイドチャネル内で移動可能である、請求項１から９のいずれか一項
に記載の投薬機構。
【請求項１１】
　前記表示要素は、前記本体内に、前記本体上に、または前記本体により摺動可能に支持
された、請求項１から１０のいずれか一項に記載の投薬機構。
【請求項１２】
　前記用量設定手段の移動に対する前記表示要素の移動に抵抗するように構成された抵抗
手段をさらに備えた、請求項１から１１のいずれか一項に記載の投薬機構。
【請求項１３】
　前記抵抗手段は、１つまたは複数の対応する凹所に収容可能な突起を備えた、請求項１
２に記載の投薬機構。
【請求項１４】
　前記投薬機構は、前記表示要素の少なくとも一部が利用者に対して露出される開口を含
む、請求項１から１３のいずれか一項に記載の投薬機構。
【請求項１５】
　前記表示要素は、触覚および／または視覚表示を備えた、請求項１から１４のいずれか
一項に記載の投薬機構。
【請求項１６】
　前記表示要素は、前記用量設定手段により直接動かされる、請求項１から１５のいずれ
か一項に記載の投薬機構。
【請求項１７】
　前記表示要素は、前記用量設定手段により間接的に動かされる、請求項１から１５のい
ずれか一項に記載の投薬機構。
【請求項１８】
　請求項１から１７のいずれか一項に記載の投薬機構を備えた、医療器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の用量の薬剤を投与するための投薬機構に関する。また、本発明は、投
薬機構を備えた医療器具、投薬機構を備えた注射器、および投薬機構を備えた吸入器に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　投薬のための医療器具が知られている。たとえば、溶液または粉末が、それぞれ注射器
または粉末吸入器を用いて、利用者または患者に投与され得る。
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【０００３】
　溶液を投与するこのような医療器具の１つは、投与されるべき用量が、利用者または患
者が動かせる用量決定ボタンにより設定され得る、投薬機構を備えた注射器である。引き
続き、用量決定ボタンをさらに動かすと、通例、器具の基端方向（ｐｒｏｘｉｍａｌ　ｄ
ｉｒｅｃｔｉｏｎ）に、すなわち、患者の皮膚における器具による注射箇所へ向かう方向
に、ラム（ｒａｍ）を用いて、液状薬剤のバイアル（ｖｉａｌ）またはカートリッジ内で
プランジャを変位させることにより、薬剤を注射することになる。薬剤を皮下に投与可能
とするために、通例、針が、カートリッジに取り付けられている。投薬機構により、所定
の投与量が、確実に、制御されて正確に投与され得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような駆動機構は、いくつかの相互作用構成部品（ｉｎｔｅｒａｃ
ｔｉｎｇ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｐａｒｔｓ）を含むことが多いので、これらの構成部品
を、持ち運ぶのに最適な大きさで使いやすい医療器具内に実装することは、難しくなり得
る。そのうえ、正確な用量が完全に投与されたかどうかを、器具の利用者が、常に容易に
判断することができるわけではない。
【０００５】
　本発明は、従来技術の問題点の少なくとも１つを、少なくともある程度軽減することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の側面によると、所定の用量の薬剤を投与するための投薬機構であって、
この機構は、投与される所定の投与量の薬剤を設定するための用量設定手段、要素、また
は１つもしくは複数の部品と、薬剤容器から薬剤を放出するための放出手段、要素、また
は１つもしくは複数の部品と、用量設定手段および放出手段と動作可能に結合された結合
手段、要素、または１つもしくは複数の部品であって、用量設定手段の変位を、放出手段
の第１の方向の変位に変換するように構成された結合手段と、を備え、放出手段または結
合手段は、ラチェット手段、要素、または１つもしくは複数の部品を含み、この機構は、
独立して移動可能であるとともにラチェット手段の共通の側に面した第１および第２の抵
抗歯止め手段または歯止めを含み、第１および第２の抵抗歯止め手段は、ラチェット手段
と係合し、上記第１の方向と反対の第２の方向における放出手段の変位に抵抗するように
構成された、投薬機構が提供される。
【０００７】
　有利なことに、このような機構により、放出手段がコンパクトな構成になるとともに、
制御されるようになる。有利なことに、抵抗歯止め手段は、投与量の設定中、放出手段の
移動を防止する。
【０００８】
　用量設定手段は、押しボタン、または利用者により手動操作可能な他の構成部品を備え
得る。
【０００９】
　必要に応じて、ラチェット手段は、歯の第１および第２の組を備え、歯の第１の組は、
第１の抵抗歯止め手段と係合するように構成され、歯の第２の組は、第２の抵抗歯止め手
段と係合するように構成されている。
【００１０】
　歯の第１および第２の組は、必要に応じて、各々、列で配置されている。これらの列は
、必要に応じて平行であり、相互に間隔を開けていてもよい。歯は、山と谷を備えること
が好ましい。歯の各組の山の稜は、放出手段の長軸を横断して並んでいる。歯は、歯の各
列内で均等な間隔が開いていることが好ましい。歯の高さは、等しいことが好ましい。
【００１１】
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　各歯は、表側平坦面と裏側平坦面とを備えていることが好ましい。表側平坦面は、機構
における基端側に、すなわち、使用時に患者の皮膚と接触する点に近く、配置されること
が好ましい。表面は、機構または器具の本体の側面と平行に延びる面に対して小さな角度
で傾斜し、各歯の裏面は、その延びる面に対して相対的により大きな角度で傾斜している
ことが好ましい。
【００１２】
　係合面は、歯止めが移動に抵抗するように作用するような歯の面であることが好ましい
。係合面は、歯の各列における歯の裏面であることが好ましい。
【００１３】
　歯止めは、それらの自由なラチェット係合端部が機構の第１の基端に向かって傾いて配
置されていてもよい。
【００１４】
　必要に応じて、用量設定手段は、放出手段の長軸と略平行な方向に直線変位可能である
。
【００１５】
　必要に応じて、用量設定手段は、放出手段の長軸と略平行な軸周りに回転変位可能であ
る。
【００１６】
　必要に応じて、用量設定手段は、軸方向に変位可能であるとともに、放出手段の長軸と
平行な軸周りに回転変位可能であり、たとえば、ここに、ねじ山配列が設けられている。
【００１７】
　必要に応じて、第１および／または第２の抵抗歯止め手段は、機構の本体の一部を備え
るか、または機構の本体の一部とともに形成されている。
【００１８】
　必要に応じて、機構は、プラスチック材、金属材または両者の組合せにより形成され得
る。
【００１９】
　必要に応じて、歯の第１の組および歯の第２の組の各々における歯のピッチは、実質的
に等しい。
【００２０】
　必要に応じて、歯の第２の組の係合面は、ラチェット手段上の歯の第１の組の係合面か
らオフセットして配置されている。オフセットは、放出手段の長手方向であることが好ま
しい。
【００２１】
　必要に応じて、歯の第１の組における歯の係合面は、歯のピッチの半分の距離だけオフ
セットしている、すなわち、歯の第２の組の歯から、隣接係合面間の距離の半分だけオフ
セットしている。オフセットは、放出手段の長手方向であることが好ましい。
【００２２】
　必要に応じて、抵抗歯止めは、放出手段の長手方向にオフセットしている。必要に応じ
て、ラチェットは、抵抗歯止めと係合可能な歯の１つの組を備えている。これにより、投
薬を良好に実施するための別の構成が可能となる。必要に応じて、抵抗歯止めのオフセッ
トは、たとえば、ラチェットの隣接する歯の間のピッチまたは距離の０．５または１．５
倍であってもよい。
【００２３】
　有利なことに、任意の１回に、１つの歯止めのみが、歯の２組のうちの一方の係合面と
係合するように歯または歯止めを配置することにより、要素の特徴が同じ大きさのままで
、投薬が良好になされ得る。
【００２４】
　必要に応じて、放出手段は、長手部材を備える。
【００２５】
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　必要に応じて、放出手段は、リブ、または対応する凹部またはチャネル内に収容される
かまたはそれにより案内される突起とともに、形成される。これにより、放出手段は、確
実に滑らかに運動するようになる。
【００２６】
　必要に応じて、第１および第２の抵抗歯止め手段は、この機構の本体の対向部分上に形
成されている。これにより、構成部品数が減少し、抵抗歯止めに強度を与えることが可能
となる。
【００２７】
　必要に応じて、本体は、２つのハーフシェルで形成され得る。
【００２８】
　また、第１および第２の抵抗歯止め手段が、実質的に共通の面内に整列した、投薬機構
が提供される。代替的には、第１および第２の抵抗歯止め手段は、整列しているラチェッ
トにおける歯からオフセットして整列していてもよい。
【００２９】
　必要に応じて、第１の抵抗歯止め手段は、第２の抵抗歯止め手段に隣接して整列してい
る。
【００３０】
　必要に応じて、結合手段は、上記放出手段を変位させるための上記ラチェット手段内で
係合可能な一対の駆動歯止めを備えた駆動手段すなわちドライバを備える。
【００３１】
　必要に応じて、駆動歯止めは、隣接して整列して配置されるか、または抵抗歯止めのオ
フセットに対応してオフセットされていてもよい。
【００３２】
　必要に応じて、結合部は、駆動手段上のフォロアが収容されるとともに、駆動手段が用
量設定手段の移動の結果として移動するように構成されたガイドスロットを含む。必要に
応じて、ドライバは、駆動歯止めをラチェット内の歯と係合させて放出手段の運動を生み
出すために、回動部周りで回転させられる。
【００３３】
　別の結合手段は、用量決定手段が移動したときに、放出手段の変位を生み出すために、
ギヤまたはねじ山配列を含み得る。
【００３４】
　必要に応じて、放出手段は、ラム手段を備える。
【００３５】
　本発明の第２の側面によると、所定の用量の薬剤を投与するための投薬機構であって、
この機構は、本体と、投与される所定の用量の薬剤を設定するための用量設定手段、要素
、または１つもしくは複数の部品とを備え、用量設定手段は、投与量を設定するための第
１の方向および投与するための第２の方向に移動可能であり、この機構は、表示要素をさ
らに備え、表示要素は、用量設定手段の所定の移動により変位するように構成され、表示
要素は、この表示要素が、用量設定手段の上記移動の少なくとも一部の間に、機構の上記
本体に対して不動のままであるように構成された、投薬機構が提供される。
【００３６】
　このように、表示要素は、用量設定手段の運動の少なくとも一部の際に、利用者に対し
て静的表示を提供することができる。これにより、機構または器具が、利用者により操作
しやすくなるようにはたらくことが可能となる。
【００３７】
　必要に応じて、表示要素は、ガイドチャネル内で移動可能である。有利なことに、これ
により、表示要素の配置が維持される。
【００３８】
　必要に応じて、表示要素は、本体内または本体上に、摺動可能に支持される。
【００３９】
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　必要に応じて、用量設定手段は、本体の長軸と略平行な軸方向に移動可能である。
【００４０】
　必要に応じて、表示要素は、平坦要素として形成されており、全体として矩形のプレー
トまたは要素として形成されることが好ましい。
【００４１】
　必要に応じて、用量設定手段は、本体の長軸周りで回転可能である。
【００４２】
　必要に応じて、用量設定手段は、第１および第２の係合手段、要素または部品と動作可
能に接続され、第１の係合手段および第２の係合手段は、係合されると、用量設定手段の
移動が表示要素の変位を引き起こすように、表示要素と係合可能である。
【００４３】
　係合手段は、用量設定手段の対応する移動により表示要素を動かすように、表示要素と
係合するように形成されることが好ましい。
【００４４】
　必要に応じて、係合要素は、相互に、表示要素の長さよりも長い距離の間隔を開けて配
置される。そして、これにより表示要素は、用量設定要素に対して、ある程度の無効運動
が生じるようになっている。
【００４５】
　必要に応じて、抵抗手段、要素または部品が設けられ、抵抗手段は、用量設定手段の移
動に対する表示要素の移動に抵抗するように構成される。これにより、用量設定手段の所
定の移動がなされるまで、表示要素の移動が防止される。
【００４６】
　必要に応じて、抵抗手段は、対応する凹所に収容可能な突起を備える。たとえば、突起
は、本体もしくは用量設定要素上に、もしくは表示要素上に設けられてもよく、またはそ
の逆であってもよい。これにより、部品を追加することなく、ある程度の機械的抵抗がも
たらされる。
【００４７】
　必要に応じて、抵抗手段は、対応する凹所に収容可能な突起を備える。
【００４８】
　必要に応じて、機構は、使用時に表示要素の少なくとも一部が利用者に対して露出され
る開口を含む。
【００４９】
　必要に応じて、表示要素は、触覚および／または視覚表示部を備える。これは、ブライ
ユ点字（Ｂｒａｉｌｌｅ）もしくは他の種類の触覚表示部、および／または光もしくは印
刷数字などの視覚表示部を含み得る。表示部は、機構または器具の状態、たとえば、投与
できるように準備されているかどうか、すなわち投与量設定の必要があるかどうかを示し
得る。
【００５０】
　必要に応じて、表示要素は、用量設定手段により直接動かされる。表示要素は、用量設
定手段と直接接触してもよい。
【００５１】
　必要に応じて、表示要素は、用量設定手段により間接的に動かされる。
【００５２】
　本発明の第３の側面によると、所定の用量の薬剤を投与するための投薬機構であって、
この機構は、本体と、投与量を設定するための第１の方向および投与するための第２の方
向に動作可能であるとともに投与される所定の用量の薬剤を設定するための用量設定手段
、要素、または１つもしくは複数の部品と、表示要素と、を備え、表示要素は、用量設定
手段の所定の移動により変位するように構成され、機構は、表示要素の変位中に、用量設
定手段の第１の大きさの移動を、表示要素の第２の大きさの移動へと変換するように構成
された変換手段、要素または１つもしくは複数の部品をさらに含み、移動の上記第１の大
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きさは、移動の上記第２の大きさと異なる、投薬機構が提供される。
【００５３】
　このように、表示要素の移動の程度は、用量設定手段の移動と大きさが異なるように構
成され得る。
【００５４】
　必要に応じて、移動の第１の大きさは、移動の第２の大きさよりも大きい。このように
、用量設定手段の小さな動きにより、表示要素のより大きな動きを生じることができる。
【００５５】
　必要に応じて、移動の第１の大きさは、移動の第２の大きさよりも小さい。このように
、表示要素は、用量設定手段の移動よりも短い距離を移動するように構成可能である。
【００５６】
　必要に応じて、変換手段は、用量設定手段の全移動中、表示要素を動かすように構成さ
れている。変換手段は、用量設定手段と接触し続けていてもよい。または、たとえば、中
間構成部品を通じて、用量設定手段に対して常に接続されていてもよい。
【００５７】
　必要に応じて、表示要素は、用量設定手段の上記移動の少なくとも一部の間、機構の本
体に対して、不動のままである。
【００５８】
　必要に応じて、表示要素は、ガイドチャネル内で移動可能である。
【００５９】
　必要に応じて、表示要素は、本体内または本体上に、摺動可能に支持される。
【００６０】
　必要に応じて、用量設定手段は、本体の長軸と略平行な軸方向に移動可能である。
【００６１】
　必要に応じて、用量設定手段は、本体の長軸周りで回転可能である。
【００６２】
　必要に応じて、変換手段は、用量設定手段と動作可能に結合された第１および第２の係
合手段を備え、第１の係合手段および第２の係合手段は、係合されると、用量設定手段の
移動が表示要素の変位を引き起こすように、表示要素と係合可能である。
【００６３】
　必要に応じて、係合要素は、相互に、表示要素の長さよりも長い距離の間隔を開けて配
置される。
【００６４】
　必要に応じて、変換手段は、レバーを備える。
【００６５】
　必要に応じて、レバーは、用量設定手段と動作可能に接続された支点の周りに作用する
。用量設定手段および表示要素の移動の相対的な大きさは、支点の両側のレバーの相対的
な長さにより、設定され得る。
【００６６】
　必要に応じて、レバーには、条件付きで可撓性があってもよい。このように、寸法の許
容範囲は、用量設定手段の移動がレバーが配置される空間よりも大きい場合に、レバーが
曲がる原因となる。
【００６７】
　必要に応じて、レバーは、上記本体に対して枢着されている。
【００６８】
　必要に応じて、レバーは、上記本体と一体に形成されている。このことは、製造コスト
を低減して、機構内の部品数を減少させるのに役立ち得る。あるいは、レバーは、たとえ
ば、本体、表示部、または投与量設定手段のどの一部であってもよい。
【００６９】
　必要に応じて、抵抗手段が設けられ、抵抗手段は、用量設定手段の移動に対する表示要
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素の移動に抵抗するように構成される。
【００７０】
　必要に応じて、抵抗手段は、対応する凹所に収容可能な突起を備える。
【００７１】
　必要に応じて、機構は、使用時に表示要素の少なくとも一部が利用者に対して露出され
る開口を含む。
【００７２】
　必要に応じて、表示要素は、触覚および／または視覚表示部を備える。
【００７３】
　必要に応じて、表示要素は、投薬設定手段により直接動かされる。
【００７４】
　必要に応じて、表示要素は、投薬設定手段により間接的に動かされる。
【００７５】
　本発明の第４の側面によると、所定の用量の薬剤を投与するための投薬機構であって、
この機構は、投与される所定の投与量の薬剤を設定するための用量設定手段、要素、また
は１つもしくは複数の部品と、薬剤容器から薬剤を放出するための放出手段、要素、また
は１つもしくは複数の部品と、用量設定手段および放出手段と動作可能に結合された結合
手段、要素、または１つもしくは複数の部品であって、用量設定手段の変位を、放出手段
の第１の方向の変位に変換するように構成された、結合手段と、を備え、結合手段は、第
１および第２のラチェットホイールを備えたラチェット手段、要素、または１つもしくは
複数の部品を含み、機構は、ラチェット手段に面して独立して動作可能である第１および
第２の抵抗歯止め手段を含み、第１および第２の抵抗歯止め手段は、第１および第２のラ
チェットホイールとそれぞれ係合し、上記第１の方向と反対の第２の方向における放出手
段の変位に抵抗するように構成された、投薬機構が提供される。
【００７６】
　有利なことに、このような機構により、放出手段がコンパクトな構成になるとともに、
制御されるようになる。有利なことに、抵抗歯止め手段は、投与量の設定中、放出手段の
移動を防止する。
【００７７】
　必要に応じて、第１のラチェットホイールは、歯の第１の組を備え、第２のラチェット
ホイールは、歯の第２の組を備え、歯の第１の組は、第１の抵抗歯止め手段と係合するよ
うに構成され、歯の第２の組は、第２の抵抗歯止め手段と係合するように構成される。
【００７８】
　必要に応じて、歯の第２の組の係合面は、ラチェット手段上の歯の第１の組の係合面か
ら回転オフセットして配置されている。第１および第２のラチェットホイールの各々は、
それらの全周に亘って設けられた歯を有してもよい。第１および第２のラチェットホイー
ルは、回転軸が共通していることが好ましい。
【００７９】
　必要に応じて、用量設定手段は、放出手段の長軸と略平行な方向に直線変位可能である
。
【００８０】
　必要に応じて、用量設定手段は、放出手段の長軸と略平行な軸周りで回転変位可能であ
る。
【００８１】
　必要に応じて、第１および／または第２の抵抗歯止め手段は、機構の本体の一部を備え
る。
【００８２】
　必要に応じて、歯の第１の組および歯の第２の組の各々における歯の角ピッチは、実質
的に等しい。
【００８３】
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　必要に応じて、歯の第１の組における歯の係合面は、隣接係合面間の回転角の半分の回
転角だけ、歯の第２の組の歯からオフセットしている。
【００８４】
　必要に応じて、放出手段は、長手部材を備える。
【００８５】
　必要に応じて、第１および第２の抵抗歯止め手段は、機構の本体の対向部分上に形成さ
れている。
【００８６】
　必要に応じて、第１および第２の抵抗歯止め手段が、実質的に共通の面内に整列する。
【００８７】
　必要に応じて、第１の抵抗歯止め手段は、第２の抵抗歯止め手段に隣接して整列してい
る。
【００８８】
　必要に応じて、結合手段は、上記ラチェットホイールの回転のための上記ラチェット手
段内で係合可能な一対の駆動歯止めを備えた駆動手段を備える。駆動歯止めは、相互に間
隔を開けて配置され、放出手段の両側に整列してもよい。
【００８９】
　必要に応じて、駆動歯止めは、隣接して整列して配置されてもよい。
【００９０】
　必要に応じて、結合部は、駆動手段上のフォロアが収容されるとともに、駆動手段が用
量設定手段の移動の結果として移動するように構成された、ガイドスロットを含む。
【００９１】
　必要に応じて、ラチェット手段は、放出手段上の対応する歯の組と係合可能なギヤホイ
ールを備える。ギヤホイールは、回転軸が、ラチェットホイールの回転軸と共通している
ことが好ましい。放出手段上の歯は、ラック歯として形成されることが好ましい。ギヤホ
イールの回転により、放出手段の軸方向の動作がもたらされることが好ましい。
【００９２】
　必要に応じて、第１および第２のラチェットホイールは、上記ギヤホイールの両側に配
置される。
【００９３】
　必要に応じて、ギヤホイールの直径は、ラチェットホイールの各々の直径未満となる。
ラチェットホイールは、放出手段の両側に整列してもよい。ギヤホイールおよびラチェッ
トホイールは、単一の部材として一体に形成されてもよい。
【００９４】
　必要に応じて、放出手段は、ラム手段を備える。
【００９５】
　本発明の第１から第４の側面のうちの任意の１つもしくは複数、またはその任意の必要
に応じた特徴は、組み合わされてもよい。特徴の利点は、本発明の様々な側面および実施
形態にあてはまる。
【００９６】
　本発明の第５の側面によると、本発明の第１から第４の側面のうちの任意のものによる
投薬機構と、その必要に応じた任意の特徴と、を備えた、医療器具が提供される。
【００９７】
　必要に応じて、医療器具は、ガラスバイアル、カートリッジ、またはフォイルパック（
ｆｏｉｌ　ｐａｃｋ）などの薬剤容器、および／またはそのような薬剤容器の収容部を備
えてもよい。
【００９８】
　本発明の第６の側面によると、本発明の第１から第４の側面のうちの任意のものによる
投薬機構と、その必要に応じた任意の特徴と、を備えた、注射器が提供される。
【００９９】
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　本発明の第７の側面によると、本発明の第１から第４の側面のうちの任意のものによる
投薬機構と、その必要に応じた任意の特徴と、を備えた、吸入器が提供される。
【０１００】
　次に、本発明は、添付の図面を参照して、例示的実施形態により説明される。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】押下状態にある用量決定ボタンを備えた投薬機構を有する、医療器具の斜視図で
ある。
【図２】投薬ボタンが引出状態にある、図１の医療器具の斜視図である。
【図３】本体外側部の一部が取り外され、用量決定ボタンが押下状態にある、図１の医療
器具の第１の側の斜視図である。
【図４】本体外側部の一部が取り外され、用量決定ボタンが引出状態にある、図１の医療
器具の第１の側の斜視図である。
【図５】図１の医療器具の駆動歯止めの第１の側の斜視図である。
【図６】本体外側部の一部が取り外され、用量決定ボタンが押下状態にある、図１の医療
器具の第２の側の斜視図である。
【図７】本体外側部の一部が取り外され、用量決定ボタンが引出状態にある、図１の医療
器具の第２の側の斜視図である。
【図８】図１の医療器具の駆動歯止めの第２の側の斜視図である。
【図９】カートリッジホルダのない図１の医療器具の斜視側面図である。
【図１０】ラチェット構成の背面を示す、図９に示す医療器具の本体の切欠図である。
【図１１】ラチェットが取り外され、駆動歯止めの下面を示す、図９に示す医療器具の本
体の切欠図である。
【図１２】用量決定ボタンが押下状態にある医療器具の図１３に示したＡ－Ａ線に沿った
断面図である。
【図１３】用量決定ボタンが押下状態にある医療器具を示す図である。
【図１４】用量決定ボタンが押下状態にある医療器具の図１３に示したＢ－Ｂ線に沿った
断面図である。
【図１５】用量決定ボタンが引出状態にある医療器具の図１６に示したＤ－Ｄ線に沿った
断面図である。
【図１６】用量決定ボタンが引出状態にある医療器具を示す図である。
【図１７】用量決定ボタンが引出状態にある医療器具の図１６に示したＣ－Ｃ線に沿った
断面図である。
【図１８ａ】図１に示す医療器具のラチェットの側面図である。
【図１８ｂ】図１８ａに示すラチェットの図にて丸で囲まれた詳細図Ａである。
【図１９ａ】図１８ａに示すラチェットの長さに沿った平面図である。
【図１９ｂ】図１９ａに示すラチェットの図にて丸で囲まれた詳細図Ｂである。
【図２０】図１８ａに示すラチェットの斜視図である。
【図２１】表示窓を有し、用量決定ボタンが押下状態にある、医療器具の斜視側面図であ
る。
【図２２】表示窓を有し、用量決定ボタンが引出状態にある、医療器具の斜視側面図であ
る。
【図２３】本体外側部の一部が取り外された、図２１に示す医療器具の斜視図である。
【図２４】断面線Ｅ－Ｅを付した、図２１に示す医療器具の側面図である。
【図２５】初期の押下状態の用量決定ボタンを示す、図２１のＥ－Ｅ線に沿った断面図で
ある。
【図２６】初期の後退状態の用量決定ボタンを示す、図２１のＥ－Ｅ線に沿った断面図で
ある。
【図２７】中間後退状態の用量決定ボタンを示す、図２１のＥ－Ｅ線に沿った断面図であ
る。
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【図２８】完全退避状態の用量決定ボタンを示す、図２１のＥ－Ｅ線に沿った断面図であ
る。
【図２９】別の用量決定ボタンが押下状態にある、医療器具を示す図である。
【図３０】用量決定ボタンが回転後退状態にある、図２９の医療器具を示す図である。
【図３１】用量決定ボタンが回転押下状態にある、図２９の医療器具を示す図である。
【図３２】用量決定ボタンが引出状態にある、さらに別の医療器具の外観斜視図である。
【図３３】図３２に示す器具の部分断面図である。
【図３４】用量決定ボタンが押下状態にある、図３２の器具の外観斜視図である。
【図３５】図３３に示す器具の部分断面図である。
【図３６】図３２および図３３の医療器具を部分的な組立段階で示す図である。
【図３７】図３２および図３３の医療器具を部分的な組立段階で示す図である。
【図３８】図３２および図３３の医療器具を部分的な組立段階で示す図である。
【図３９】図３２および図３３の医療器具を部分的な組立段階で示す図である。
【図４０】本体の一部が取り外され、押しボタンが押下状態にある、別の投薬機構を備え
た、さらに別の医療器具を示す図である。
【図４１】押しボタンが後退状態にある、図４０の医療器具のさらに別の図である。
【図４２】図４１に示す投薬機構の結合手段および放出手段を示す図である。
【図４３】図４２の投薬機構の放出手段の回転ラチェットを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０１０２】
　図１は、投薬機構を含み、全体として符号１で示す医療器具の斜視図を示す。医療器具
１は、隣接面間の縁が丸みを帯びた略正方形断面の細長い本体２を備えている。しかしな
がら、本体２は、たとえば、円形断面、または器具１の長さに沿って変化する断面を有す
るなど、任意の適切な形状に形成され得ることが考えられる。
【０１０３】
　本体２の大きさおよび形状は、利用者または患者の手に持ちやすいように、設計されて
いてもよい。表面には、器具１を把持しやすくする、表面突起もしくは刻み目または任意
の他のこのような表面構造が、設けられていてもよい。
【０１０４】
　本体２の第１の端部である基端３ａ、すなわち、使用時に利用者の注射箇所に最も近く
なる端部には、薬剤カートリッジまたはカープル（ｃａｒｐｕｌｅ）を保持するため、カ
ートリッジ収容部４が、たとえば、接着またはクリップ係合により、本体２に対して取り
付けられている。カートリッジ収容部４は、全体に円錐台として形成されており、利用者
が薬剤カートリッジの内容物を検査して、薬剤の残量を視覚的に調べることができるよう
に、透明に作製されていてもよい。薬剤カートリッジには、たとえばインシュリンなどの
液状薬剤が満たされていてもよい。
【０１０５】
　着脱可能かつ使い捨ての針（図示せず）が、カートリッジ収容部４に対して、またはね
じを切った係合部５に対して、取り付けられ得る。この係合部５は、図１に示すように、
カートリッジ収容部４の端部を通って延びる、カートリッジの基端における円筒部の外面
上に設けられている。通例の針は、薬剤カートリッジの基端に設けられたプラスチックス
トッパ６を穿刺するための後針部を備えている。また、針は、前針部を備えている。使用
の際、前針部は、薬剤が薬剤カートリッジから患者へと注射されるように、患者の皮下に
挿入され得る。
【０１０６】
　器具１の本体２の第２の端部である末端３ｂ、すなわち、使用時に利用者の注射箇所か
ら最も遠くなる端部には、用量設定手段または要素が、押しボタン７の形態で設けられて
いる。本実施形態では、押しボタンは、器具１の本体２の形状と同様に、全体として矩形
断面形状になっている。ただし、別の投薬手段の形状および構成も考えられる。通例、用
量決定手段７は、利用者の親指と他の指で把持する大きさになっている。図１は、押下状
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態、すなわち、器具１の本体２に対して押し込まれた状態の押しボタン７を示す。
【０１０７】
　押しボタン７は、１回の投与量を設定するために、本体２から離れるように第１の末端
方向に引き出され得るものであり、その投与量を投薬するために、第２の方向である基端
方向に本体２へと押し込まれ得る。
【０１０８】
　図２では、押しボタンは、器具が１回の投与量を投与する準備ができた、第１の状態で
ある引き出された状態で示されている。押しボタン７は、この押しボタンを、器具の本体
内の駆動機構に接続する駆動シャフト８を備えている。
【０１０９】
　本実施形態では、本体２は、２つのハーフシェル２ａ、２ｂで形成されている。本体２
は、全体として、プラスチック材製であり、射出成形、または他の任意の適切な製造技術
により製造され得る。
【０１１０】
　図３は、一方のハーフシェル２ｂが取り外されて、器具１の内部駆動機構が露出した、
器具１を示す。
【０１１１】
　器具１の本体２内には、放出手段、要素または部品が、長手駆動ロッド１５の形状で設
けられている。ロッド１５は、直線形状であり、ラチェットすなわちラチェット手段とし
てはたらき、上面に、ロッド１５の長さの少なくとも一部に沿って延びた２組のラチェッ
ト歯１８ａ、１８ｂを備えている。歯は、ピークの山、谷、稜が、器具の長手方向を横切
るように配置されている。
【０１１２】
　本明細書にて説明する例示的実施形態では、ラチェット歯の複数の組の一方の組の歯は
、ラチェット歯の他方の組の歯からオフセットしている。ただし、このような「オフセッ
ト」の配置は、本発明の好適な実施形態に過ぎないことに留意されたい。
【０１１３】
　本例でのラチェット歯の組は、長手平面ディバイダ２４により分離されている。ロッド
１５の長手裏側は、平面状であり、中央突起ガイドリブ２０を有する。対応するチャネル
および支持レール２３ａ、２３ｂが、本体２内に形成され、ロッド１５およびガイドリブ
２０を収容して、器具１の長軸方向に直線状に動作可能となっている。
【０１１４】
　ロッド１５の基端にて、このロッドは、円形ディスクの形状の係合ラム１６ａを備えて
いる。ラム１６ａは、使用時に、ラム１６ａが、カートリッジ収容部４内に収容された薬
剤カートリッジ内のプランジャ１７と係合してこれを変位させることができるような形状
および大きさになっている。
【０１１５】
　結合手段、要素、部品または機構が、用量設定要素を、放出要素と結合するために設け
られている。本実施形態では、結合手段は、シャフト８を介して押しボタン７と接続され
た、第１の結合要素２２を含む。本実施形態では、第１の結合要素２２は、シャフト８と
一体に形成されている。しかしながら、結合要素２２が、押しボタン７および／またはシ
ャフトに対して移動可能とするために、ばねまたは付勢結合を介して押しボタン７および
／またはシャフトと動作可能に結合されてもよいことが、考えられる。
【０１１６】
　結合要素２２は、図３では上側平面部９ａのみが見えている、間隔を開けた一対の平面
部を備えている。ただし、対応する下側平面部は、押しボタン７のシャフトの下側ととも
に形成されている。間隔を開けた平面部９ａは、ラチェット歯が設けられた表面の平面と
垂直になっている。結合要素２２の上側平面部９ａには、斜めスロット１０ａが設けられ
ている。斜めスロット１０ａは、器具の本体を横切る方向に、斜めに延びている。
【０１１７】
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　結合器は、さらに、駆動手段すなわちドライバ２１を備えている。このドライバは、図
５により明瞭に示すように、平行に間隔を開けた一対の平面アーム１２ａ、１２ｂを備え
ている。アームは、横行ウェブ（ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ　ｗｅｂ）１６ｂを介して、その
基端へ向けて接続されている。平面アーム１２ａ、１２ｂの各々は、図３～図４にて上側
突起１１ａのみが見えている、円形突起すなわちフォロアを備えている。
【０１１８】
　上側平面アーム１２ａの円形突起１１ａは、結合要素の上側平面部９ａの斜めガイドス
ロット１０ａ内に収容されている。図示されていないが、対応する円形突起が、下側平面
アーム１２ｂ上に形成されており、結合要素２２の下側平面部内の対応する斜めガイドス
ロット１０ａ内に収容されている。
【０１１９】
　結合要素２２の上側平面部９ａの下面は、ドライバ２１の上側平面アーム１２ａ上に支
持されて、その面上を摺動する。
【０１２０】
　ドライバ２１は、ウェブ１６ｂから延びた、一対の駆動歯止め１４ａ、１４ｂを備えて
いる。２組のラチェット歯１８ａ、１８ｂ間のディバイダ２４の周囲に嵌合する駆動歯止
め１４ａ、１４ｂ間には、間隙が設けられている。駆動歯止めは、ドライバ２１との接続
に関して独立して可撓性を有する。
【０１２１】
　ドライバ２１は、器具１の本体２内の対応する孔内に回動可能に配置された円柱部１３
ａを備えている。円柱部は、ドライバ２１が円柱部の軸周りに回転するように、本体２内
の孔と回転可能に係合されている。したがって、円柱部は、回動軸としてはたらく。
【０１２２】
　歯の組のオフセットのため、駆動歯止め１４ａ、１４ｂが歯のそれぞれの組における歯
の同じ部分と接触する必要はないが、駆動歯止め１４ａ、１４ｂは、ラチェット歯１８の
各組の歯とそれぞれ係合可能となるように構成されている。たとえば、駆動ロッド内の歯
の２組のオフセットの配置では、一方の駆動歯止めは、歯の裏面と係合してもよく、他方
の駆動歯止めは、隣接した歯の組の歯の稜すなわち山の頂上にあってもよい。ドライバ２
１の駆動歯止め１４ａ、１４ｂは、器具１の本体２の基端３ａに向けて、傾いている。た
だし、歯の各組の歯が隣接して整列した実施形態が考えられる。
【０１２３】
　図４は、押しボタン７が後退すなわち引出位置にある、図３に示す器具１のさらに別の
図を示す。
【０１２４】
　図３および図４から分かるように、押しボタン７の押下状態にて、ドライバ２１の係合
突起１１ａが、結合要素２２の斜めスロット１０ａの一方の端部、すなわち末端に配置さ
れている。押しボタン７の引出位置にて、ドライバ２１の係合突起１１ａが、結合要素２
２の斜めスロット１０ａの他方の端部、すなわち基端に配置されている。このような位置
の変化は、押しボタン７が器具の長軸に沿った方向に移動するに従って、斜めスロット１
０ａ内で摺動する係合突起１１ａにより実現する。
【０１２５】
　結合要素内のスロット１０ａの斜めの配置により、ドライバ２１とともに形成された係
合突起１１ａの移動は、ドライバ２１を、器具１の本体２内で係合したドライバ２１の円
柱突起１３の係合部により形成された回動点周りで回転させる。
【０１２６】
　押しボタン７が押下されて、ドライバ２１が回動軸１３周りで時計回りに回転すると、
歯止め１４ａ、１４ｂの一方は、ラチェット歯１８ａの組の一方上の歯の少なくとも一方
の裏面と係合して、長手ロッド１５は、器具の基端に向けた方向に変位する。
【０１２７】
　図６、図７および図８は、それぞれ、図３、図４および図５で示された図の反対側の斜
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視図を示す。
【０１２８】
　図６では、器具１は、押しボタン７が押下状態で示されている。長手駆動ロッド１５は
、その上側が見えていて、そこに、２組のラチェット歯１８ａ、１８ｂがディバイダ２４
により分割されて設けられている。上述のように、歯の２組１８ａ、１８ｂのうちの歯の
オフセットにより、駆動歯止め１４ａ、１４ｂは、歯のそれぞれの組のうちの歯の同じ部
分と、必ずしも接触する必要はないものの、上側および下側の駆動歯止め１４ａ、１４ｂ
は、ラチェット歯１８ａ、１８ｂの第１および第２の組それぞれの歯と係合可能である。
【０１２９】
　図７は、押しボタン７が引出状態にある器具１を示す。図６から分かるように、押しボ
タン７が押下状態または位置にあると、ドライバ２１は、回動軸１３周りで回転した状態
であるため、駆動歯止め１４ａ、１４ｂの少なくとも一方を、ラチェット歯１８ａ、１８
ｂの組の歯の少なくとも一方の裏面と係合させ、駆動ロッド１５を基端方向に変位させる
。
【０１３０】
　駆動歯止め１４ａ、１４ｂは、ウェブ１６ｂに関してある程度曲がるように、形成され
ている。
【０１３１】
　図９は、押しボタン７が押下状態にある器具１の図を示す。器具１は、カートリッジ収
容部４が取り外された状態で示されている。開口２５が、本体２の基端３ａにおいて見え
ており、ここに、駆動ロッド１５が延びて、使用時に、薬剤カートリッジ（図示せず）の
ストッパと係合できるようになっている。
【０１３２】
　図１０は、本体２が切り欠かれた器具１の図を示す。切欠きを通して、駆動ロッド１５
が見えている。駆動ロッド１５の両側に、ドライバの上側および下側アーム１２ａ、１２
ｂが配置されている。上側および下側駆動歯止め１４ａ、１４ｂも見えている。
【０１３３】
　上側および下側駆動歯止め１４ａ、１４ｂと間隔を開けて、器具１の本体２の基端方向
に、一組の抵抗すなわち抵抗歯止め２６ａ、２６ｂが設けられている。抵抗歯止め２６ａ
、２６ｂは、器具１の本体２とともに形成されるか、またはこれに取り付けられている。
【０１３４】
　図１１は、駆動ロッド１５が取り外された、器具１の本体２のさらに別の切り欠き図を
示す。ここで、抵抗歯止め２６ａ、２６ｂおよび駆動歯止め１４ａ、１４ｂの配置が見え
ている。
【０１３５】
　抵抗歯止め２６ａ、２６ｂは、器具１の本体２の基端３ａに向かう方向に傾いている。
抵抗歯止めは、器具１の本体２に対して、ある程度可撓性がある。
【０１３６】
　上側抵抗歯止め２６ａは、長手ロッド１５上の上側歯１８ａの組と係合可能であり、下
側抵抗歯止め２６ｂは、長手ロッド１５上の下側歯１８ｂの組と係合可能である。本実施
形態のラチェット歯の一方の組における歯とラチェット歯の他方の組における歯との間に
歯のオフセットがあるため、抵抗歯止め２６ａ、２６ｂは、ラチェット歯１８ａ、１８ｂ
の第１および第２の組の各々における歯の同じ部分と接触しなくともよい。
【０１３７】
　抵抗歯止め２６ａ、２６ｂは、ラチェット歯１８ａ、１８ｂの裏面と係合することによ
り、器具１の本体２の基端３ａから離れる方向における長手ロッド１５の動作に抵抗する
かまたはこの動作を防止するようにはたらく。
【０１３８】
　次に、図１２および図１４を参照して、器具１の動作について説明する。これらの図は
、図１３に示す平行な長手方向の平面に沿った断面線Ａ－ＡおよびＢ－Ｂに沿った断面図
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を示す。
【０１３９】
　図１２および図１４は、押しボタン７が押下状態にある器具１を示す。薬剤カートリッ
ジ２７が、カートリッジ収容部４内に示されている。プランジャ１７が、薬剤カートリッ
ジ２７内に設けられ、長手ロッドすなわち駆動ロッド１５のラム１６ａが係合および変位
することにより、動作可能であり、カートリッジ２７から薬剤を放出するようにはたらく
。図１４は、器具１の下側側面図を示しており、図１２に示す上側についての説明は、下
側にも同様にあてはまる。
【０１４０】
　上側抵抗歯止め２６ａおよびその末端縁は、長手駆動ロッド１５上のラチェット歯１８
ａの上側の組における歯の裏面と係合した状態で見えている。
【０１４１】
　また、上側駆動歯止め１４ａも、長手ロッドすなわち駆動ロッド１５上のラチェット歯
１８ａの上側の組における歯の裏面と係合した状態で見えている。
【０１４２】
　１回の投与量を設定するために、利用者は、押しボタン７を、カートリッジ収容部４か
ら離れる方向に、すなわち、器具１の本体２に対して末端方向に、引き出す必要がある。
【０１４３】
　押しボタン７が引き出されると、図３～図８に関して説明したように、ドライバの上側
駆動アーム１２ａ上の摺動または係合突起１１ａ（結合要素２２の斜めスロット１０ａ内
に配置されている）がスロット内で摺動して、ドライバ２１を回動軸１３周りで反時計回
りに回転させる。この動作中、ラチェット歯１８ａ、１８ｂの組のオフセットにより、抵
抗歯止め２６ａ、２６ｂの一方は、歯の裏面と係合することにより、駆動ロッド１５の末
端方向の動作に抵抗するように作用する。
【０１４４】
　ドライバ２１が回転すると、駆動歯止め１４ａ、１４ｂの一方が、２つの歯の長手方向
に隣接した２つの山の間の空間または谷の間から、表歯面および歯の稜を越えて摺動して
、連続した歯の間の長手方向に隣接した空間または谷内に配置されるように進む。また、
駆動歯止めの他方も動作するが、ラチェット歯１８ａ、１８ｂの組におけるオフセットに
より、歯の同じ部分となる必要はない。この段階にて、押しボタンは、図１５および図１
７に示す後退状態にある。これらの図は、図１６に示す平行な長手方向の平面に沿った断
面線Ｄ－ＤおよびＣ－Ｃに沿った断面図を示す。
【０１４５】
　用量設定手段７が器具１の本体２の基端３ａに向かって引き続き変位すると、摺動突起
１１ａは、結合部２２におけるスロット１０ａに沿って動作する。その結果、ドライバ２
１は、回動点１３周りで時計方向に回転する。ドライバ２１上の駆動歯止め１４ａ、１４
ｂの一方は、通常は、歯の山の背後に位置する駆動歯止めであり、ラチェット歯１８ａ、
１８ｂの組における歯の裏面と係合し、そこでは、所定の用量の薬剤を投与するために用
量設定手段が軸方向にさらに動作すると、長手ロッドが変位するような配置になっている
。
【０１４６】
　この動作、すなわち、押しボタン７を引き続き引き出した後に押し込むことにより、駆
動歯止め１４ａ、１４ｂが、歯の間の次の谷または空間内に引き続き移動し、駆動ロッド
１５が、器具１の本体２の基端３ａに向けて駆動されるようになる。駆動ロッド１５の最
後の歯の後に、駆動歯止めが表面２８ａ、２８ｂに達すると、それ以上は変位することが
できなくなる。
【０１４７】
　抵抗歯止め２６ａ、２６ｂは、器具１の本体２に対して固定されて、駆動ロッド（「放
出手段」）１５が投与方向の反対方向、すなわち器具１の本体２の基端３ａに向かう方向
に動くことに抵抗するか、または動くことを防止するようにはたらく。これにより、駆動
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ロッド１５が、確実に、基端方向にのみ安定して変位するようになり、バックラッシュす
なわち駆動ロッド１５の末端方向への変位が防止される。
【０１４８】
　ラチェット歯１８ａ、１８ｂの組の全てが、駆動ロッド１５の共通の側に設けられてい
るので、抵抗歯止め２６ａ、２６ｂおよび駆動歯止め１４ａ、１４ｂの全ては、駆動ロッ
ドの共通の側に面するように配置される。
【０１４９】
　駆動ロッド１５が、器具１の基端方向に変位すると、抵抗歯止め２６ａ、２６ｂは、駆
動ロッド１５上のラチェット歯１８ａ、１８ｂを越えて摺動する。
【０１５０】
　図１８ａ、図１９ａ、図２０は、歯の組がオフセットした駆動ロッド１５のより詳細な
側面図、平面図および斜視図を示す。
【０１５１】
　駆動ロッド１５は、ディバイダ２４により分離された２組のラチェット歯１８ａ、１８
ｂを備えている。２組のラチェット歯１８ａ、１８ｂは、オフセットしている。すなわち
、上側の組のラチェット歯１８ａの係合面が、下側の組のラチェット歯１８ｂの係合面か
ら、駆動ロッド１５の長軸と平行な方向にオフセットしている。このことは、図１８ｂお
よび図１９ｂの詳細図Ａおよび詳細図Ｂで、より明瞭に分かる。
【０１５２】
　図１８ｂに示すように、各歯には、稜すなわち山２９ｃと、歯止めが摺動する摺動表面
２９ａと、係合裏面２９ｄと、谷の中央２９ｂと、がある。放出手段の両側のラチェット
歯１８ａ、１８ｂの各組における歯は、相互に均等に間隔をあけている。本実施形態の２
組のラチェット歯１８ａ、１８ｂ間のオフセットは、ラチェット歯１８ａ、１８ｂの第１
または第２の組のいずれかにおける隣接した歯の間の間隔の半分に等しい。
【０１５３】
　上述の本実施形態では、上側および下側の抵抗歯止め２６ａ、２６ｂは、隣接して整列
している。同様に、上側および下側の駆動歯止め１４ａ、１４ｂも、隣接して整列してい
る。駆動ロッド１５上の２組のラチェット歯１８ａ、１８ｂのオフセットにより、押しボ
タン７を引き出した後に押しボタン７を押し込む一連の動作毎に、上述のように、ドライ
バ２１を駆動すると、抵抗歯止め２６ａと駆動歯止め１４ａの一方の組のみが、一方の組
のラチェット歯と完全に係合する。すなわち、駆動歯止め１４ａの一方のみが、駆動ロッ
ド１５を変位させ、対応する一方の抵抗歯止め２６ａのみが、駆動ロッド１５の復帰動作
を防止する。次の一連の動作の間、駆動歯止め１４ｂおよび抵抗歯止め２６ｂの他方の組
が、ラチェット歯１８ｂの他方の組と完全に係合するという具合である。
【０１５４】
　したがって、ラチェット歯１８ａ、１８ｂのオフセットにより、ラチェットはきめ細か
な精細度で動くようになり、これは、ラチェット歯１８ａの一方の組における１つの歯の
谷と、ラチェット歯１８ｂの他方の組における隣接した歯の谷との間の距離に等しい。こ
のオフセットは、図１９ｂにおいて項目３０として示されている。
【０１５５】
　したがって、上述の本実施形態での駆動ロッド１５の動作は、ラチェット歯１８ａ、１
８ｂの２組の間にオフセットがない場合よりも、小さな増分で進行する。これにより、駆
動ロッド１５の動作すなわち変位の結果として、器具１にて投与されるべき薬剤の投与量
すなわち体積が細かくなることを可能にする。
【０１５６】
　駆動ロッド１５における、ラチェット歯１８ａ、１８ｂの組がオフセットした場合のオ
フセットは、要件に応じて調整され得る。たとえば、動作の各サイクルの間に大量に投薬
するためには、ラチェット歯の組における歯のピッチが大きい駆動ロッド１５が選択され
てもよい。逆に、小さなピッチが選択されることもある。ただし、他の構成部品は、全体
として同じままである。
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【０１５７】
　上述のように、ラチェット歯の組が整列した駆動ロッド１５も考えられる。このような
実施形態では、放出手段を駆動して、放出手段が器具の末端方向に動作することに抵抗す
るために、駆動歯止めおよび抵抗歯止めの双方が、歯の各組における歯の対応する部分と
同時に係合してもよい。
【０１５８】
　これらの全実施形態にて、ラチェット歯１８ａ、１８ｂを駆動ロッド１５の単一の共通
する側に設けることにより、よりコンパクトで簡単な器具構成が実現可能となる。
【０１５９】
　駆動ロッド１５上のオフセットされた歯の代わりに、隣接したラチェット歯が、相互に
オフセットした駆動歯止めに対して整列してもよい。実際に、駆動歯止めの各々および抵
抗歯止めの各々と係合可能な、ラチェット歯の単一の組が設けられ得る。
【０１６０】
　駆動ロッドを変位させる他の結合機構が設けられ得ることが考えられ、本発明は、図示
された例示的な結合機構に限定して考えるべきではない。
【０１６１】
　図２１および図２２は、器具の本体２の表面に設けられた、表示窓または開口３１から
見える、インジケータ要素３４を有する器具１のさらに別の実施形態を示す。図２１およ
び図２２には、図１から図２０と関連して上述したように、駆動ロッド１５を駆動するよ
うに構成された駆動機構がある。ただし、図２１および図２２におけるインジケータ要素
３４および表示窓３１の構成は、吸入器（図示せず）などの様々な駆動機構を有する器具
に対して、適用され得る。
【０１６２】
　図２１は、押しボタン７が押下状態にある器具１を示す。押しボタン７がこの位置にあ
ると、インジケータ要素３４上に設けられた「０」という第１の状態インジケータ３２ａ
が、窓３１から見えている。この第１の状態インジケータ３２ａは、たとえば、利用者に
対し、押しボタン７による用量設定が未了であることを示し得る。
【０１６３】
　図２２は、押しボタン７が引出状態または後退状態にある器具１を示す。押しボタン７
がこの位置にあると、インジケータ要素３４上に設けられた「５」という第２の状態イン
ジケータ３２ｂが、窓３１から見えている。この第２の状態インジケータ３２ｂは、たと
えば、利用者に対し、５単位分の用量が投与のために設定されていることを示し得る。矢
印または他の視覚もしくは触覚マークまたは文字など、他の状態表示が提供されてもよい
ことは、当然である。
【０１６４】
　図２３は、内部の駆動機構を示すとともにインジケータ要素３４を動かす機構をも示す
ために本体の一部が取り除かれた、器具１の図を示す。駆動機構は、回動軸１３周りで回
転可能なドライバ２１を含む。ドライバ２１は、結合要素２２において斜めの直線状のス
ロットを通じて係合可能な突起１１ａを含む。ドライバ２１は、ラチェット歯１８ａ、１
８ｂの組が設けられた駆動ロッド１５を駆動する。駆動ロッド１５は、インシュリンカー
トリッジなどの薬剤容器（図示せず）内のプランジャを変位させるために、開口２５を通
って延びる、すなわち変位することが可能なラム１６ａを備えている。このような機構の
機能については、図１から図２０と関連して既に上述しており、ここで追加的に説明する
ことはない。
【０１６５】
　上述のように、結合部２２は平坦面９ａを含む。面９ａには、インジケータ要素３４の
軸方向の長さよりも長い間隔で離れた末端側および基端側突起３３ａ、３３ｂが設けられ
ている。このインジケータ要素は、本体２内において上記の突起３３ａ、３３ｂ間に配置
されている。
【０１６６】



(18) JP 6306065 B2 2018.4.4

10

20

30

40

50

　突起３５ｃは、窓３１の縁に沿って設けられている。突起３５ｃは、インジケータ要素
３４の移動方向と平行なインジケータ要素３４の縁に沿って配置されて間隔が空けられた
２つの凹部３５ａ、３５ｂの各々と係合するように構成されている。凹部３５ａ、３５ｂ
のいずれかと係合すると、突起３５ｃは、インジケータ要素３４が軸方向に直線的に自由
に動かないようにするように作用する。このインジケータ要素は、本実施形態では、略矩
形の平坦な要素として形成されている。
【０１６７】
　凹部３５ａ、３５ｂおよび突起３５ｃは、本体２上の突起３３ａ、３３ｂと組み合わさ
れて、運動変換手段を形成する。この手段の機能について、図２５から図２８を参照して
説明する。これらの図は、図２４に示すＥ－Ｅ線の断面に沿った断面図である。
【０１６８】
　器具の押しボタン７が、図２５に示すように、器具の本体２内に完全に押し込まれたと
きに、インジケータ要素３４は、その末端が器具本体２の後端すなわち末端へ向いた突起
３３ａと係合するように、配置されている。表示「０」が、窓３１に示され、破線で囲ま
れて表されている。
【０１６９】
　押しボタン７の引出動作の初期には、図２６に示すように、インジケータ要素３４にお
ける最後部の凹部３５ａと係合した窓３１の縁に沿った突起３５ｃにより、インジケータ
要素３４は、器具の本体２に対して静止したままになっている。このような係合は、本体
２に対するインジケータ要素３４の軸方向の移動に抵抗するように作用し、このため、押
しボタン７の初期の動作の間、インジケータ要素３４が結合部２２の表面で摺動するもの
の、インジケータ要素３４は本体２に対して動かないので、表示「０」は窓３１から利用
者に見えた状態のままになっており、たとえば、用量が未設定であることを示している。
【０１７０】
　押しボタン７をさらに引き出すと、図２７に示すように、基端側突起３３ｂは、インジ
ケータ要素３４の基端側縁と係合し、それにより、表示要素３４は、器具の本体２の軸方
向末端側へ変位させられ、そのようにして、突起３５ｃと末端側凹部３５ａとの係合によ
り与えられた抵抗に打ち勝って、表示「０」３２ａが動き始め、窓３１から見えなくなる
。
【０１７１】
　図２８は、押しボタン７を完全に後退させた位置を示す。ここで、結合部２２上の基端
側突起３３ｂは、それとインジケータ要素３４との係合を維持することにより、インジケ
ータ要素３４の軸方向移動を完了させて、表示窓３１に表示「５」３２ｂが見えるように
なることがわかる。これにより、たとえば、用量が正確に設定され、投与するために押し
ボタン７を押下可能になっていることが、利用者に対して示され得る。このように、押し
ボタン７が最終的に完全に引き出された位置にて、窓３１の縁に沿った突起３５ｃは、イ
ンジケータ要素３４の縁にある先頭の凹部３５ｂと係合するようになる。
【０１７２】
　引き続き、投与するために押しボタン７を押し込むと、インジケータ要素３４の縁にあ
る先頭のインデント３５ｂと係合している突起３５ｃが抵抗していることにより、インジ
ケータ要素３４は、再び、初期には本体２に対して静止したままで、押しボタン７の初期
の移動中、窓３１から表示「５」３２ｂが見える状態のままである。これにより、たとえ
ば、その投与量を完全には投与し終えていないことが、利用者に対して示され得る。
【０１７３】
　押しボタン７が引き出されるときと同様、押しボタン７を押し込み続けると、結合部２
２上の末端側突起３３ａは、インジケータ要素３４における対応する末端側の縁と係合す
ることにより、インジケータ要素を器具の本体２に対して基端方向に動かして、窓３１に
表示「０」３２ａが再度示され、突起３５ｃは、インジケータ要素３４の縁における最後
部の突起３５ａと、再度係合する。
【０１７４】
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　本実施形態において、インジケータ要素３４がここでは摺動インジケータの形態であり
、インジケータ要素３４には、凹部３５ａ、３５ｂを移動方向のそれぞれの端部に備えて
いるが、窓３１における対応する縁に設けられた対応する凹部と係合する摺動表示部３４
の縁に、突起を設けることも考えられる。
【０１７５】
　この機構により、用量設定手段の変位の大きさとは異なる（すなわち、より少ない）表
示要素３４の変位の大きさが得られることが、理解されるであろう。本実施形態では、結
合部２２の表面９ａ上の突起３３ａ、３３ｂの間隔により、押しボタン７とインジケータ
要素３４との間の相対的または「無効運動」の動きが得られる。これにより、表示３２ａ
、３２ｂは、器具の動作の段階を通じて、見えたままで変化しないことが可能となる。こ
れにより、示された表示３２ａ、３２ｂが一貫して不変であるため、器具の操作性が向上
し得ることになる。
【０１７６】
　本実施形態では、軸方向に移動可能な押しボタン７が図示され、機構を駆動しているが
、インジケータ要素３４の上述の構成を実装したまま、器具の長軸周りに回転可能なダイ
アルなどの用量設定手段の他の形態が、提供されてもよい。円筒形の本体３７上に回転式
ダイアル３６を有する、このような用量設定手段の例が、図２９から図３１に示されてい
る。図２９では、完全にねじ込まれた位置にあり、図３０では、完全に後退、すなわちね
じを戻した位置にあり、図３１では、完全に押し込まれた位置にある。
【０１７７】
　別のインジケータ要素構成を備えた、器具１のさらに別の実施形態が、図３２から図３
９に示されている。外観上、器具１は、上述の実施形態と同様に形成され、本体２と、カ
ートリッジ収容部４と、注射針を収容するねじ部５を有するカートリッジと、押しボタン
すなわち用量決定手段７と、窓または開口３１と、を備えている。窓３１を通じて、表示
（ここでは数字の「５」）が見えている。この表示は、インジケータ要素４２上にある。
【０１７８】
　図３３は、図３２に示す器具の部分断面図を示す。投薬機構は、図１から図３１に示し
たものと同様であり、駆動ロッド１５上のラチェット歯１８ａ、１８ｂに対して係合する
ように構成された駆動歯止め１４ａ、１４ｂおよび抵抗歯止め２６ａ、２６ｂを有するド
ライバ２１を備えている。
【０１７９】
　突起１１ａが収容される斜めスロット１０ａを備えた結合要素３８が、設けられている
。これらの部品は、押圧手段７で１回分の投与量を設定して、１回分の投与量を投与する
ために、図１から図３１に関連して説明した結合要素２２と同様に機能する。このため、
この用量設定および投薬機能は、ここでさらには説明しない。
【０１８０】
　図１から図３１の器具と異なり、図３３に示すように、結合要素３８は、矩形開口４３
を備えている。開口の一縁に沿って、レバー３９の形態での変換手段が配置された開口穴
４５が、設けられている。レバー３９は、開口４３外にある本体２上の回動接続部４０か
ら、開口穴４５を通じて開口４３へと延びている。
【０１８１】
　表示要素４２には、破線４１ａ、４１ｂにより表された、間隔を空けた一対の突起が設
けられている。突起４１ａ、４１ｂは、インジケータ要素４２の裏面すなわち下面（図３
３または図３５には図示せず）から延び、器具の長手方向に、インジケータ要素４２の両
端部へ向かって配置されている。組み立てられると、突起４１ａ、４１ｂは、開口４３内
へ延びて、レバー３９の末端の両側に位置決めされ、すなわち、レバー３９の端部は、回
動接続部４０から最も遠く、表示要素４２がレバー３９上に止まるようになっている。
【０１８２】
　図３３は、押しボタン７が後退位置にある器具を示す。ここで、レバー３９は、インジ
ケータ要素４２における最後部すなわち末端側の突起４１ｂと接触しており、レバー３９
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が本体２の末端に向かって傾くように配置されていることが、理解され得るであろう。
【０１８３】
　図３４は、押しボタン７が完全に押し込まれた位置にあるときの図３２および図３３の
器具の外観図である。この位置にて、インジケータ要素４２は、表示「０」を示している
。図２８から図３１に関連して説明したように、たとえば、表示「０」は、投与量が未設
定であることを、表示「５」は、５単位分の投与量が設定済であることを、利用者に対し
て示すのに利用可能である。
【０１８４】
　図３５から分かるように、押しボタン７が完全に押下状態にあると、矩形開口４３は、
図３３に示す状態での器具の矩形開口４３の位置に対して、器具の基端方向に軸方向変位
している。したがって、開口４３の側の開口穴４５も、対応して本体２の基端へ向けて移
動することが、理解され得るであろう。レバー３９が器具の本体の固定回動部４０に対し
て枢着されているため、本体内での開口４３および開口穴４５の移動により、レバー３９
が、回動部４０周りで回転する。回動部４０と開口穴４５との間の距離が開口穴４５とレ
バー３９の末端との距離未満であるため、開口４３の移動により、レバー３９の末端が、
より大きく移動することをもたらし、それにより、表示要素４２が突起４１ａ、４１ｂを
介して、対応する距離だけ移動することになることが理解され得る。このように、開口穴
４５が支点４３として作用することがわかる。
【０１８５】
　回動部４０と支点４３との間のレバー３９の相対的な長さ、および支点４３とレバー３
９の末端との間の長さ、または表示要素４２の突起４１ａ、４１ｂとのその接触点は、用
量設定手段７に対して、表示要素４２の移動が所望の大きさになるように選択され得る。
【０１８６】
　図３５に示すように、押しボタン７が押下状態にあると、レバー３９の末端は、本体２
の基端に向かって、表示要素４２の突起４１ａと接触し、図３４に示すように開口すなわ
ち窓３１から表示「０」が見えるように、表示要素４２を移動させた状態になっている。
【０１８７】
　レバー３９は、押しボタン７または結合部３８の第１の大きさの移動を、インジケータ
要素４２のより大きな第２の大きさの移動に変換するように作用する。制限された空間を
有する器具において、レバー３９は、表示要素４２の移動が押しボタン７の移動と同じ大
きさまたは程度のみに制限された場合と比べて、インジケータ要素４２のより大きな移動
および機能をもたらすことができる。たとえば、インジケータ要素４２の４ｍｍの移動は
、押しボタン７の軸方向にわずか２ｍｍの移動から生じ得るので、「増大運動（ｇａｉｎ
ｅｄ　ｍｏｔｉｏｎ）」効果が得られる。
【０１８８】
　ただし、開口穴４５または支点４３およびレバー３９は、開口穴４５とレバー３９の末
端との間の距離が、レバー３９の回動端４０と開口穴４５との間の距離よりも短くなり得
ることで、押しボタン７の移動の大きさと比較して、表示要素４２の移動の大きさがより
小さくなることが、理解されるであろう。
【０１８９】
　さらに別の代替例として、インジケータ要素４２がその移動限界に達したときに、レバ
ー３９がさらに回転しなければならない場合、たとえば、レバー３９の製造許容範囲が、
必要とされるものよりも若干長いかまたは広くなる場合、または、支点４３もしくは開口
穴４５の位置が正確には位置決めされていない場合に、レバー３９が、それ自体またはイ
ンジケータ要素４２が損傷しないように柔軟であるように、レバー３９は、弾性可撓材製
であってもよい。
【０１９０】
　図３６から図３９は、レバーを有する器具の組立段階を数段階示す。図３６は、本体、
ならびに本体２内に配置された、ドライバ２１および駆動ロッド１５を示す。本体２は、
レバー３９の支持部４４を収容するための円形開口４０を有するように、形成される。
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【０１９１】
　図３７は、開口４０内に配置されたレバー３９の支持部４４を示す。レバー３９は、円
形開口４４の軸周りで回動可能である。図３７には、本実施形態においては個別の部分と
して示しているが、レバー３９は、本体２と一体でありながら回動可能に形成されてもよ
い。
【０１９２】
　図３８は、結合部３８が押しボタン７に対して嵌合して取り付けられた器具を示してい
る。レバー３９は、矩形開口４３の一方の長辺に沿って設けられた開口穴４５内に配置さ
れた状態で見えている。
【０１９３】
　最後に、図３９は、結合部３８の上、したがってレバー３９の上に配置されたインジケ
ータ要素４２を示す。インジケータ要素４２は、レバー係合可能な突起４１ａ、４１ｂが
下にあるように形成される。これらの突起は、図３３および図３５に関連して図示される
とともに説明されたものである。
【０１９４】
　インジケータ要素４２は、凹部４６ａ、４６ｂが設けられて図示されている。これらの
凹部は、インジケータ要素４２の自由な運動に抵抗するために、図２３および図２５から
図２８と関連して説明された凹部３５ａ、３５ｂと同様の機能を有する。
【０１９５】
　図示しないが、レバー３９の代わりに、変換手段は、ギヤまたはねじ構成部品を備え得
ることが考えられる。押しボタン７の移動の所定の異なる大きさについて、インジケータ
要素３４の移動の所定の大きさが得られるように、ギヤまたはねじは選択または構成され
ている。
【０１９６】
　上述の実施形態の各々において、用量設定手段７は、表示要素３４、４２に対して、間
接的または直接的に結合してもよい。インジケータ要素３４、４２は、通例、チャネルま
たはガイド要素内に押し込められて、その横方向の動作が制限されている。
【０１９７】
　図４０は、器具１内に設けられる別の投薬機構を示す。器具１は、薬剤容器を、カート
リッジ収容部４の形態で含む。カートリッジ収容部４内に、カートリッジが格納され、基
端のねじ山５が針を収容する。
【０１９８】
　図１から図３９に示す実施形態と同様に、投薬機構は、用量設定手段を、押しボタン７
の形態で備えている。用量設定手段は、シャフト８が、押しボタン７を、斜めスロット５
２ａが図１から図３９の実施形態と同様に形成されたプレート３８と接続するように、形
成されている。したがって、本実施形態の本側面については、さらに詳細には説明しない
。
【０１９９】
　放出手段５１は、カートリッジから液状薬剤を投与するために、カートリッジのプラン
ジャと係合する円形ディスク５２を有するラムの形態で、設けられている。
【０２００】
　駆動要素４８が設けられている。駆動要素４８は、アーム４８ａを備えている。このア
ームは、アームの基端へ向けて、機構の本体５５内に形成された回動点４９に対して接続
されている。ドライバの駆動要素の末端にて、円形突起すなわちフォロア５２ａが設けら
れている。このフォロアは、用量設定手段７のプレート３８内の斜めスロット１０ａと係
合している。
【０２０１】
　駆動要素４８は、ドライバ４８の末端から、機構および器具の基端方向に、回転中心４
９と接続したアーム４８ａに対して傾いて延びた、さらに別の一対のアーム４８ｂを備え
ている。一対のアーム４８ｂの各々は、それらの基端側の自由端に駆動歯止め４８ｃを備
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えている。
【０２０２】
　放出手段５１は、駆動ホイール４７の歯４７ｃと係合するように形成された歯５４のラ
ックを備えている。駆動ホイール４７は、ギヤホイールとして形成された中央部４７ｃを
有する。このギヤホイールは、放出手段５１のラックの歯５４と係合している。
【０２０３】
　駆動ホイール４７は、２つのラチェットホイール４７ａ、４７ｂを両端部に有して形成
されている。ラチェットホイール４７ａ、４７ｂは、中央ギヤホイール４７ｃの直径より
も大径になる。ラチェットホイールの歯は、互いに対してオフセットしている。すなわち
、一方のラチェットホイールにおける歯の面は、他方のラチェットホイールの歯の面から
オフセットしている。これにより、図１から図３９に関連して説明した実施形態と同様、
動作が、より細かくなるので、投薬も細かくなり得る。
【０２０４】
　付勢歯止め５０は、本体５５とともに形成され、器具の基端方向に傾いている。２つの
このような付勢歯止めが設けられている。一方の上側付勢歯止めは、一方のラチェットホ
イール４７ａと係合し、他方の下側付勢歯止めは、他方のラチェットホイール４７ｂと係
合している。したがって、これらの付勢歯止め５０は、駆動ホイールの反時計回り（図４
０および図４１に示す）の回転を防止するようにはたらくことがわかるため、図１から図
３９に関連して説明した付勢歯止めと同様にはたらくことがわかる。付勢歯止め５０は、
駆動ホイール上に設けられたラチェットホイールの共通の側に面している。
【０２０５】
　図４０は、押しボタン７が押下位置にある器具１を示す。図４０および図４１からわか
るように、図４１に示すように押しボタン７を引出位置へと引き出すと、ドライバ４８上
の突起５２ａは、斜めスロット１０ａに追従し、ドライバ４８が回動点４９周りで反時計
回りに回転するようになる。このようにすると、駆動歯止め４８ｃは、ラチェットホイー
ル４７ａ、４７ｂにおける歯の上を摺動するので、ラチェット歯により形成された連続し
た谷へと移動する。付勢歯止め５０は、駆動歯止めがこのように移動する間、駆動ホイー
ルが、反時計方向に回転しないようにする。
【０２０６】
　押しボタン７を、軸方向基端側へ引き続き押し込むと、ドライバ４８は、回動点４９周
りで回転する。ラチェットホイール４７ａ、４７ｂにおけるラチェット歯のオフセットに
より、駆動歯止め４８ｃの一方のみが、ラチェットホイール４７ａ、４７ｂの一方の係合
面と完全に係合し、ラチェットホイール４７を、図４１に示すように、その軸５６周りで
時計方向に回転させる。
【０２０７】
　駆動ホイール４７が回転すると、放出手段５１上の歯５４のラックと係合しているギヤ
歯４７ｃが回転して、放出手段は、軸方向に変位し、カートリッジから投与量を送達すな
わち投与する。
【０２０８】
　図４２は、放出手段５１、ドライバ４８、および駆動ホイール４７を示す。ラチェット
ホイール４７ａ、４７ｂが、駆動ホイール４７上のギヤホイール４７ｃの大きさよりも相
対的に大径であるため、放出手段は、ドライバ４８の駆動アーム４８ｃ間に位置する。こ
れにより、構成部品の構成をさらにコンパクトにすることが重ねて可能となる。
【０２０９】
　図４３は、駆動ホイール４７の図を示す。ラチェットホイール４７ａ、４７ｂの各々は
、両者の間に配置された中央ギヤホイール４７ｃと、回転軸が同じである。ラチェットホ
イール４７ａ、４７ｂは、ギヤホイール４７ｃと一体に形成されてもよい。
【０２１０】
　図１から図３９の実施形態と同様、駆動ホイール上のラチェットではなく、駆動歯止め
がオフセットし得るものであり、駆動ホイールのラチェットは、整列している。



(23) JP 6306065 B2 2018.4.4

10

20

30

40

50

【０２１１】
　添付の特許請求の範囲にて規定された本発明の範囲を逸脱することなく、上述の実施形
態に対して、様々な変形が施されてもよい。さらに、当業者は、図面を参照しやすくする
ために、「上」および「下」なる用語が、説明の全体を通じて用いられているものの、こ
れらの用語は、たとえば「第１」および「第２」など、同様または同一の特徴のための他
の識別用語と、相互に交換可能であることを、理解するであろう。
【符号の説明】
【０２１２】
　　１　医療器具
　　２　本体
　　２ａ　ハーフシェル
　　２ｂ　ハーフシェル
　　３ａ　基端
　　３ｂ　末端
　　４　カートリッジ収容部
　　５　係合部
　　６　プラスチックストッパ
　　７　押しボタン
　　８　駆動シャフト
　　９ａ　平面部
　　１０ａ　斜めスロット
　　１１ａ　突起
　　１２ａ　平面アーム
　　１２ｂ　平面アーム
　　１３　円柱突起
　　１３ａ　円柱部
　　１４ａ　駆動歯止め
　　１４ｂ　駆動歯止め
　　１５　駆動ロッド
　　１６ａ　係合ラム
　　１６ｂ　ウェブ
　　１７　プランジャ
　　１８ａ　ラチェット歯
　　１８ｂ　ラチェット歯
　　２０　ガイドリブ
　　２１　ドライバ
　　２２　結合要素
　　２３ａ　支持レール
　　２３ｂ　支持レール
　　２４　ディバイダ
　　２５　開口
　　２６ａ　抵抗歯止め
　　２６ｂ　抵抗歯止め
　　２７　薬剤カートリッジ
　　２８ａ　表面
　　２８ｂ　表面
　　２９ａ　摺動表面
　　２９ｂ　谷の中央
　　２９ｃ　山
　　２９ｄ　係合裏面
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　　３０　項目
　　３１　開口
　　３１　表示窓
　　３２ａ　状態インジケータ
　　３２ｂ　状態インジケータ
　　３３ａ　基端側突起
　　３３ｂ　基端側突起
　　３４　インジケータ要素
　　３５ａ　凹部
　　３５ｂ　凹部
　　３５ｃ　突起
　　３６　回転式ダイアル
　　３８　結合要素
　　３９　レバー
　　４０　回動接続部
　　４１ａ　突起
　　４１ｂ　突起
　　４２　表示要素
　　４３　開口
　　４５　開口穴
　　４６ａ　凹部
　　４６ｂ　凹部
　　４７　駆動ホイール
　　４７ａ　ラチェットホイール
　　４７ｂ　ラチェットホイール
　　４７ｃ　中央ギヤホイール、ギヤ歯
　　４８　ドライバ
　　４８ａ　アーム
　　４８ｂ　アーム
　　４８ｃ　駆動歯止め
　　４９　回転中心
　　５０　付勢歯止め
　　５１　放出手段
　　５２　円形ディスク
　　５２ａ　円形突起
　　５４　歯
　　５５　本体
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